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Help Seeking Behavior of Families during
the Transition from Hospital Care to Home Care
安 木 信 子 (Nobuko Yasuki)＊ 長 戸 和 子 (Kazuko Nagato)＊＊
 
本研究は､ 在宅移行期にある病者の家族が､ どのように他者や家族内に援助を求めているかを明らかにし､ このよう
な時期にある家族への看護援助の示唆を得ることを目的とした｡ 研究協力者は､ 要介護２以上の日常生活で何らかの介
護を要する病者とともに暮らし､ 病者の介護を退院後３か月以上継続している家族の主介護者９名で､ 半構成的面接法
によりデータを収集し､ 質的分析を行った｡ 研究に際しては､ 高知女子大学看護学部倫理審査委員会を受審し､ 倫理的
配慮として､ 研究参加への任意性の保証､ プライバシー保持の方法､ 心身の負担などを口頭及び文書にて説明し､ 同意




Aims：The purpose of the study was to investigate the Help Seeking Behavior of families during the transition
from hospital care to home care.
Methods：Semi-structured interviews using open-ended questions were held with 9 family caregivers who had
been living with the patient to provide essential care at home. All the caregivers had been taking care of the
patients post-discharge for around 3 months to 2 years. The data were analyzed using the inductive
qualitative approach. Subjects signed a consent form after the purpose and method of this study had been
explained to them. This study was approved by the ethical committee at the Research Institution at Kochi
Women's University Faculty of Nursing.
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は､ ｢体験｣､ ｢プロセス｣､ ｢看護ニーズ｣ に関
する研究は散見される｡ しかし､ 在宅移行期に
おいて､ 家族の視点で他者にどのような援助を
求めているか､ どのようなHelp Seeking Behavior
をとっているかについての研究は見当たらない｡

















家族のHelp Seeking Behaviorについて､ 海外
文献については､“Help Seeking”“Help Seeking
Behavior”をキーワードとして､ PubMed (1975
～2008年)､ CINAHL (1991～2008年) を用いて､
日本の文献については ｢援助要請｣､ ｢援助要請
行動｣､ ｢求助｣､ ｢求助行動｣､ ｢家族｣､ ｢在宅移
行｣､ ｢退院｣､ ｢在宅｣ をキーワードとして､










相川５)や高木６)は､ Help Seeking Behaviorと
は､ ｢困難に直面し､ 自分自身で解決が難しい
と感じたときに､ 必要な援助を他者に求める行






































































で､ うち１ケースは男女､ 他の８ケースは､ 男
性１名､ 女性７名であった｡ 入院回数は､ 初回
が３ケース､ 複数回が６ケースで､ 年齢は50歳
代から80歳代までで､ 平均58歳であった (表１)｡





ここでは､ 以下､ 中カテゴリーを 『 』､ 小カ


















1 女性 60歳代 長女 要介護２ ３回目 ９か月 無し
2 男性 70歳代 夫 要介護５ 初回 ８か月 胃瘻造設
3 女性 50歳代 妻 要介護５ ２回目 11か月 胃瘻造設気管切開
4 女性 60歳代 妻 要介護５ ３回以上 10か月 胃瘻造設気管切開





長男 要介護３ 初回 ３か月 無し
7 女性 50歳代 長女 要介護３ ２回目 ３か月 無し
8 女性 50歳代 次女 要介護５ ２回目 ９か月 胃瘻造設
















じる役割』 を認知していた｡ その中で､ ｢デイケ
アとか､ ちょっと考えましたけども､ あんまり､
前の状態に比べて麻痺が強いので､ まあ､ ちょっ








ないですか (笑)｡ そしたら (療養者に) 痛いと







そして､ ｢私 (主介護者) もね､ いつまで介護
できるか分からない｡ 年も (療養者と) 変わら
ないからね｡ あと､ どこか (施設に) 頼まない
といけないなって｡ 息子も心配かけてもいけな
いし｡ 私が強情張って看るって (言った)｡ 私が
介護できる時はいいけど､ どこか (身体が) 悪
くなったらね､ (施設を) 捜すのは捜しているけ

































への危機感』 や､ ｢近くの内科の先生では､ 頼り
ないでしょう｡ 肺炎になっても技師さんがいな
いでしょう｡ 大きい病院だったら技師さんもい








































































































… (中略) …自分でもしんどいのに､ 年寄りが
行ったらなおしんどい｡ そんな思いをさせたく












いかという見解を伝え､ 医師に 『交渉する』 こ
とでその対応を変更させていた｡



























よ｡ 主人に言って､ 一緒に車椅子のっけて､ 受
診の時は主人に手伝ってもらっています｣ (ケー

























＜家族内の資源＞には､ 父親､ 母親､ 妹､ 夫､
子ども､ 孫､ 義姉が､ ＜家族外の資源＞には､
















































の習得』 では､ ｢最初は不安だったけど､ …帰っ
てからやることは､ 病院でそれこそ (吸引を)
やってること､ 病院で (看護師に吸引の手技を)
みてもらってから｣ (ケース３) と語り､ 退院前











































































































２. 家族という“集団”のHelp Seeking Behavior
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